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「役場３階から火災発生！」を想定して
消防訓練が行われました。１１月８日
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平成１5年4月から65歳以上の　　
~~

　

現
在
、
越
路
町
で
は
次
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
作
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。（
介
護
保
険
事
業
運

営
委
員
会
を
設
置
）

　

平
成　

年
度
か
ら
の
給
付
実
績

１２

を
十
分
に
分
析
し
た
う
え
で
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
を
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
て
い
け
る
地
域
に
し
て
い

く
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を
盛
り

込
ん
だ
「
地
域
の
設
計
図
」
づ
く

り
を
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
化
の

進
行
に
伴
う
要
介
護
者
の
増
加
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
、
施
設
整

備
な
ど
に
よ
り
、
現
在
の
月
額
保

険
料
２
、８
３
６
円
を
超
え
る
こ

と
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

　

介
護
保
険
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
要

望
、
不
満
な
ど
の
受
付
は
保
健
福

祉
課
介
護
保
険
係
ま
で
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第１号被保険者（６５歳以上の方）の保険料基準額（月額）が決まります。

３年ごとに介護保険事業計画が見直され、これにともない保険料が改定されます。

徴収すべき保険料総額を６５歳以上人口で人数割りし、１人当たりの金額を算出します。
■年間平均保険料総額÷第１号被保険者数÷１２ヶ月
※第１号被保険者数→所得段階５段階ごとの人数に各段階の基準額に対する負担割合（０.５倍～１.５倍）を掛
け合わせたものです。
　　　０.５×第１段階被保険者数＋０.７５×第２段階被保険者数＋１×第３段階被保険者数＋１.２５×
　　　第４段階被保険者数＋１.５×第５段階被保険者数

高齢者の保険料徴収でまかなうべき年間平均額を算出します。
■（１５～１７年度に徴収すべき保険料の総額＋財政安定化基金拠出金の見込額）×保険料収納率÷３年＝年間
平均保険料総額
　※財政安定化基金拠出金→全国値を基に新潟県が条例で定めた割合から求めます。
　　保険料収納率は実績から判断します。

１５～１７年度に高齢者の保険料徴収でまかなうべき費用の総額を予測します。
■３年間の実質的な支給額の総和×１８％×後期高齢者補正係数×所得補正係数
　※１８％→支給額全体に占める６５歳以上の方の割合
　　後期高齢者補正係数→７５歳以上の高齢者が多いことによるコスト増を補正します。
　　所得補正係数→高齢者の所得分布の低さによる影響を補正します。

基本となる支給額（１５～１７年度費用見込み額×給付率）を算出します。
※給付率は実績から見込みますが、被保険者本人の１０％負担と施設の食費の負担を合わせた割合は、全国的
には１１.７％と見込まれることから実質的な支給額の割合は総費用の８８.３％と見込まれています。

１５～１７年度の各年度の費用見込み額を合計します。

~~

~~

~~

~~

~~
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平成１５年４月
６５歳以上の方

の
介護保険料が
変わります
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 方の介護保険料が変わります 

　
　

歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

６５
は
、
住
ん
で
い
る
市
町
村
に
よ
っ

て
違
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
水
準
が
平
均
よ

り
高
い
市
町
村
は
？

保
険
料
は
、
全
国
平
均
を

上
回
る
額
に
な
り
ま
す
。

要
介
護
度
に
応
じ
て
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
や
す
い
環
境
が
保
証

さ
れ
る
代
わ
り
に
、
サ
ー
ビ
ス
水

準
の
高
さ
が
給
付
費
全
体
を
押
し

上
げ
、
保
険
料
も
高
く
な
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
水
準
が
平
均
よ

り
も
低
い
市
町
村
は
？

保
険
料
は
、
全
国
平
均
を

下
回
る
額
に
な
り
ま
す
。

要
介
護
度
に
応
じ
た
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
に
く
い
代
わ
り
に
、

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
さ
が
給
付
費

全
体
を
引
き
下
げ
、
保
険
料
は
低

く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
利
用
者

に
と
っ
て
「
保
険
料
は
安
い
け
れ

ど
サ
ー
ビ
ス
は
少
な
い
」
と
い
う

介
護
環
境
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、　

歳
以
上
の
す
べ
て
の
方
が
保
険
料
を
納
め
、
介
護
が
必

４０

要
に
な
っ
た
と
き
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
し
く
み
で
す
。
介
護
保

険
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
保
険
料
が
適
当
か
ど
う
か
な
ど
、
３
年
毎
に
介

護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
平
成　

年
１５

度
か
ら
の
保
険
料
も
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
保
険
料
は
市
町
村
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。
介
護
保
険
料
が
ど
の
よ
う
に
決
め

ら
れ
る
の
か
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

~~

●平成１２～１４年度の越路町の基準月額保険料は、２,８３６円です。
●平成１４年度第１号被保険者（６５歳以上の方）の介護保険料（年額）
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設定方法保険料設定区分段階

基準×０.５１７,０００円
生活保護費受給者、老齢福祉年金受給者で

住民税世帯非課税
第１段階

基準×０.７５２５,５００円世帯全員が住民税非課税第２段階

基準３４,０００円本人が住民税非課税第３段階

基準×１.２５４２,５００円本人が住民税課税で所得金額２５０万円未満第４段階

基準×１.５５１,０００円本人が住民税課税で所得金額２５０万円以上第５段階

平成１５～１９年度の高齢者人口及び要介護度別認定者数を予測します

１５～１９年度の在宅サービス利用者の要介護
度別人数を予測します。

１５～１９年度の在宅サービス供給量を予測し、
供給量が必要量に対してどの程度の割合に
なっているか確認します。

１５～１７年度の在宅サービスにどのくらい費
用がかかるか予測します。

■１５～１７年度在宅サービス供給量×実施に基づく
１回又は１日当たり費用額

要介護度ごとの支給限度基準額
６１,５００円要支援
１６５,８００円要介護１
１９４,８００円要介護２
２６７,５００円要介護３
３０６,０００円要介護４
３５８,３００円要介護５

現状での３施設（特別養護老人ホーム、介
護老人保健施設、療養型病床群等）の利用
者の要介護度を把握します。

１５～１９年度の施設全体及び施設種類別の利
用者数を見込みます。

利用者数の見込みから、１５～１７年度の施設
サービスにどのくらい費用がかかるかを予
測します。

■特別養護老人ホーム利用者数×実績に基づく１
人当たりの費用額

■老人保健施設利用者数×実績に基づく１人当た
りの費用額

■療養型病床群等利用者数×実績に基づく１人当
たりの費用額

在宅サービス 施設サービス

~~

~~

~~

~~

~~

~~

��
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	



広報こしじ　平成１４年１２月号5

みんなで考えよう市町村合併！
市町村合併情報　Vol.１３

　

市
町
村
合
併
に
関
す
る
懇
談
会

が
、　

月　

日
、
東
谷
会
場
か
ら

１０

３１

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。　

月
６
日

１２

ま
で
、
町
内　

会
場
を
回
り
ま
す
。

２０

　

懇
談
会
で
は
、
合
併
研
究
会
の

結
果
報
告
を
行
い
、
町
長
の
合
併

に
対
す
る
現
段
階
で
の
考
え
方

（
上
記
参
照
）
を
示
し
、
意
見
交
換

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

質
問
・
意
見
内
容
に
つ
い
て
は
、

１
月
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
 
住
民
懇
談
会
始
ま
る

　

雪
対
策
に
つ
い
て
は
、
各
市
町

村
の
降
雪
状
況
や
除
雪
に
対
す
る

考
え
方
の
違
い
か
ら
行
政
の
経
費

負
担
に
差
が
あ
り
ま
す
。（
表
１
）

　

合
併
時
、
全
市
で
同
じ
制
度
に

し
た
場
合
、
住
民
の
大
幅
な
負
担

増
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
降
雪
状

況
等
の
地
域
性
を
考
慮
し
た
制
度

調
整
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
し
な
い
場
合
で
も
、

今
後
の
財
政
を
考
え
る
と
、
新
た

に
何
割
か
の
住
民
負
担
が
発
生
す

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は

　
　

総
務
課
合
併
準
備
係

　
　
　

�　

―
５
９
０
１
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比
べ
て
み
よ
う
N

　
　

冬
将
軍
到
来
！
雪
対
策
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  任意協議会で 真摯 に協議し、
しんし

　　　合併の是非を判断したい
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　１０月３１日から実施している「まちづくり住民懇談会」で
市町村合併に対する町長の考えが次のように示されました。

　「………越路町にとって失うものが大きすぎると危惧します。………以上メリット・デメリッ
ト等総合的に判断した場合、私としては、現段階では８市町村の合併パターンに賛同すること
ができません。しかし、合併問題は住民にとって非常に重要な問題でありますので、今後８市
町村が開催する任意協議会の中で真摯に協議してまいります。協議の中で住民サービスの低下
が生じたり、まちづくりの主張が異なる場合には、越路町の自主性を尊重し任意協議会を離脱
し、一層の経費の適正化と財源確保に努め、自立でまちづくりを推進する覚悟であります。」

表１　雪対策における研究会構成市町村の比較（紙面の都合上、４市町の比較となりました）　（数値は平成１３年度末現在）
小　国　町越　路　町見　附　市長　岡　市

６８.１km１０１.６km２５０.０km７０５.０km
機械除雪の延長
（市町村道）機

械
除
雪

降雪１０cm以上降雪１０cm以上降雪１０cm以上降雪１０cm以上車道除雪基準

降雪２０cm以上降雪５cm以上降雪２０cm以上降雪１５cm以上歩道除雪基準

４５.９km７４.０km１０１.０km７０.０km行政設置の延長

消
雪
パ
イ
プ

０.２km０.０km０.０km１５６.０km地元設置の延長

・全てを行政負担で実施
（生活道路はほぼ整備済）

・配管は行政全額負担
・井戸は地元負担
　（補助あり）

・井戸を地元が、配管及び電
気料を市が負担

　（平成１２年度から、双方負
担で整備開始）

・地下水位の低下や地盤沈下
防止のため、市での新設は
原則中止

・地元が設置する場合に、経
費の一部を補助

取組みの
基本姿勢

行政負担
地元負担

（経費の概ね１/２補助）
地元負担

（経費の概ね１/３補助）
地元負担

（公共施設の間口分は市負担）
井戸負担

行政負担
地元負担

（基本料金分補助）
行政負担

地元負担
（公共施設の間口分は市負担）

電気料負担

行政負担行政負担行政負担
地元負担

（経費の３割を補助）
（公共施設の間口分は市負担）

配管負担

○××○
小型除雪機械の
無償貸与　　　

助
成
制
度

×
（町道はすべて町費）

×
（町道はすべて町費）

×
（市道はすべて市費）

○
（３割補助、私道も対象）

私有消雪施設の
整備補助　　　

×××
○

（低利融資）
克雪住宅の　　
融資制度　　　

○
（１回１２,０００円、３回）

○
（１回１１,０００円を上限、３
回限度）　　　　　　　

×
○

（屋根面積により１～２人分
の人件費補助）　　　　　

要援護世帯の　
除雪費助成　　

・機械除雪を「行政サービス水準の基準」とし
て、消雪パイプ経費のうち機械除雪相当分を
行政が負担する。超える部分は地元負担
　　行政負担４割（機械除雪経費相当分）
　　地元負担６割

・配管は、全額行政負担。
・井戸は、幹線道路を行政負担、生活道路を
地元負担とし工事費の５割を補助する。

・電気料金は、幹線道路を全額行政負担、生
活道路を地元負担とする。

・消雪パイプの（井戸・配
管）の建設から維持管理
までを行政が負担する。

消雪パイプに関
する制度調整案

　町長の説明を受けて、各会場で住民の皆様からいろいろなご意見をいただいております。

※調整案は、合併研究会の分科会の案であって、決定されたものではありません。今後の協議で、これらの案と違う制度になる場合もあります。
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近
年
の
交
通
量
増
加
に
よ
り
、

き
め
細
か
な
除
雪
道
路
確
保
が
望

ま
れ
て
い
ま
す
。
除
雪
に
あ
た
っ

て
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
機
械
除
雪
作

業
の
た
め
、
路
上
駐
車
な
ど
し
な

い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
の
道
路
除
雪
計
画
で
は
、

国
や
県
の
除
雪
対
策
機
関
と
密
接

な
連
携
を
と
り
、
生
活
道
路
の
確

保
に
万
全
な
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。

　

今
年
の
除
雪
延
長
は
１
０
９
・

４
�
、
消
雪
パ
イ
プ
布
設
延
長
は

　

・
７
�
と
な
っ
て
い
ま
す
。

７９
　

降
雪
時
は
、
主
要
除
雪
機
械
の

ロ
ー
タ
リ
ー
車
３
台
、
タ
イ
ヤ

ド
ー
ザ
ー
７
台
、
歩
道
除
雪
車
１

台
、
凍
結
剤
散
布
車
１
台
の
計　
１２

台
を
稼
動
さ
せ
る
ほ
か
、
降
雪
の

状
況
に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
に
借
上

車
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

降
雪
体
制
は
、
主
要
路
線
、
交

通
量
、
除
雪
可
能
度
等
を
勘
案
し

て
、
１
種
、
２
種
除
雪
路
線
に
区

分
し
、
降
雪
の
状
況
に
よ
り
１
種

路
線
優
先
で
道
路
確
保
に
努
め
ま

す
の
で
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

歩
道
除
雪
で
は
、
県
の
協
力
を

得
て
、
通
勤
、
通
学
道
路
を
重
点

に
機
械
除
雪
を
行
い
ま
す
。

除
雪
路
線
の
区
分
（
町
道
）

○
第
１
種
路
線

　

２
車
線
の
確
保
を
原
則
と
し
ま

す
が
、
降
雪
の
状
況
に
よ
っ
て
は

１
車
線
で
所
々
に
待
避
所
を
設
け

ま
す
。

○
第
２
種
路
線

　

１
車
線
の
確
保
を
原
則
と
し
ま

す
が
、
降
雪
の
状
況
に
よ
っ
て
は

や
む
を
得
ず
一
時
交
通
止
め
と
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
冬
期
間
の
生
活
道
路
の
確
保
に
万
全
を
期
す
た
め
、　

月　
１１

２５

日
、
長
岡
土
木
事
務
所
等
関
係
機
関
と
地
区
代
表
者
に
よ
る
除
雪
会
議
を

行
い
町
内
道
路
の
除
雪
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

A
除
雪
作
業
後
の
出
入
口
等
の
手

直
し
は
各
戸
に
お
い
て
お
願
い
し

ま
す
。

B
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す
か
ら

除
雪
車
に
接
近
し
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

C
除
雪
路
線
に
は
自
動
車
を
駐
車

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

D
消
火
栓
は
い
つ
で
も
ハ
ッ
キ
リ

わ
か
る
よ
う
目
印
を
お
願
い
し
ま

す
。

E
道
路
に
雪
を
捨
て
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
除
雪

の
前
後
に
か
か
わ
ら
ず
、
庭
先
等

の
雪
を
道
路
上
に
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

F
道
路
上
へ
の
屋
根
の
雪
お
ろ
し

は
越
路
町
及
び
長
岡
土
木
事
務
所

に
連
絡
の
う
え
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。

G
除
雪
作
業
は
早
朝
ま
た
は
夜
間

作
業
が
多
い
た
め
、
作
業
に
よ
る

騒
音
等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

H
降
雪
の
た
め
沿
道
の
樹
木
等
が

道
路
上
に
垂
れ
下
が
る
こ
と
が
交

通
の
障
害
に
な
り
ま
す
の
で
支
障

に
な
る
物
件
の
処
理
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
沿
道
の
樹
木
、

垣
根
、
塀
等
は
除
雪
前
に
補
強
し

て
く
だ
さ
い
。

I
塀
な
ど
、
雪
に
埋
も
れ
て
見
え

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
竹

ざ
お
に
赤
い
布
を
つ
け
る
な
ど
の

目
印
を
し
て
く
だ
さ
い
。

J
道
路
上
に
消
雪
用
ホ
ー
ス
等
が

あ
り
ま
す
と
、
除
雪
車
が
巻
き
込

む
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
こ
と
に　
　
　

　

ご
協
力
く
だ
さ
い

A
雪
降
し
の
際
は
、
か
ん
じ
き
を

履
く
な
ど
滑
ら
な
い
た
め
の
処
置

を
と
り
、
転
落
事
故
に
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

B
家
庭
用
小
型
除
雪
車
を
使
用
す

る
場
合
に
は
、
取
扱
説
明
書
に
よ

り
巻
き
込
み
等
自
損
事
故
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

C
屋
根
雪
の
落
下
に
よ
る
事
故
防

止
の
た
め
、
軒
下
で
の
除
雪
作
業

時
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

D
風
呂
等
の
排
気
筒
が
は
ず
れ
て

い
た
り
、
雪
に
う
も
れ
て
い
た
り

し
て
い
ま
せ
ん
か
、
ま
た
吸
気
口

が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
か
、
点
検

を
し
て
く
だ
さ
い
。

冬
期
間
の
事
故
防
止

除雪作業にご協力を！除雪作業にご協力を！

消雪パイプは昼間2時間休みます。

　ほとんどの消雪パイプ用井戸は、東北
電力との契約により、毎日次の時間帯は
運転を休みます。

　　午後2時～午後3時

　　午後4時～午後5時

12

6

9

2

3

4

5

午後 除雪作業に関する問合せ先

●町道
　役場建設課　�92－5904

●県道・町内の国道
　長岡土木事務所　�38－2621
　　　　　（夜間）　�38－2501
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平成１4年分農業所得の申告方法について

　農業所得の申告についても、実際の収入金額から必要経費を差し引いて所得計算する収支計算が原則です。このた

め、下図のスケジュールで収入金額の多い方から段階的に収支計算に移行していただくことになります。平成１３年分申告

の農業所得の収入金額が４００万円以上の方は、平成１４年分申告から収支計算となりますので、収入金額や必要経費に関

する書類の保存、記録をお願いします。

　なお、収支計算によらない方の農業所得の計算は、収入金額に一定の割合（経費目安割合）を乗じて、所得を計算する

「経費目安割合方式」により申告していただくことになります。

経費目安割合は、次の４業種について過去３年間の青色申告者のデータを基に作成されます。

田作物中心の方の経費目安割合をＡ％、畑作物中心の経費目安割合をＢ％と仮定した場合、所得計算は次のよう

になります。

平成１７年分申告
（１８年２月）

平成１６年分申告
（１７年２月）

平成１５年分申告
（１６年２月）

平成１４年分申告
（１５年２月）

平成１３年分申告
（１４年２月）

４００万円以上の方

４００万円未満　　
３００万円以上の方

３００万円未満　　
２００万円以上の方

２００万円未満の方

スケジュール

農業所得の計算方式

経費目安割合とは

所得金額の計算例

�田作物農業
�畑作物農業
�果樹栽培農業
�施設作物農業

経費目安割合による所得金額がご自分の経営内容になじまないと思われる

方は収支計算による申告をおすすめします。

また、経営内容から経費目安割合による申告が適当でないと認められた場

合には収支計算により再計算していただく場合があります。

※ご不明な点などありましたら、長岡税務署（�３５－２０７０）または、越路町

役場　町民課民税係（�９２－５９０７）までお問い合わせください。

【注意事項】

申告年分（暦年）

前年の収入金額

経費目安割合

方式による申告

収支計算に

よ る 申 告

収入金額－経費金額収支計算による所得計算

収入金額×（１－経費目安割合）経費目安割合による所得計算

�
�
�
�
�

事例２事例１

�米収入　　　　　　（田作物）　　　　　　　　　　５０万円
�野菜収入　　　　　（露地栽培…畑作物）　　　　　１５０万円
�果樹収入　　　　　（露地栽培…果樹栽培）　　　　１００万円
�ハウス野菜収入　　（施設作物）　　　　　　　　　８０万円
　　　　�　＋　�　＋　�　＋　�　＝　３８０万円
　　　　３８０万円　×　（　１　ー　Ｂ％　）　＝　所得金額
※　�～�のうち野菜収入が一番多いので畑作物中心となり、

畑作物用の経費目安割合Ｂ％を使用します。

�米収入　　　　　　（田作物）　　　　　　　　　　１５０万円
�野菜収入　　　　　（露地栽培…畑作物）　　　　　７０万円
�果樹収入　　　　　（露地栽培…果樹栽培）　　　　８０万円
�ハウス野菜収入　　（施設作物）　　　　　　　　　１００万円
　　　　�　＋　�　＋　�　＋　�　＝　４００万円
　　　　４００万円　×　（　１　ー　Ａ　％　）　＝　所得金額
※　�～�のうち米収入が一番多いので田作物中心となり、
田作物用の経費目安割合Ａ％を使用します。

この４業種の経費目安割合のうち、一番収入の多い業種の経費目安割合１つを使用
して農業所得を計算します。
※経費目安割合には、従来の標準外経費（減価償却費・作業委託費・支払小作料・
土地改良費等）はすべて含まれており、加えて控除することはできません。

広報こしじ　平成１４年１２月号 6

　

深
井
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
一
年
六
月
に
越

路
町
消
防
団
員
を
拝
命
以
来
三
十
七
年
余
り

の
永
き
に
渡
り
、
積
極
的
に
消
防
団
活
動
に

取
り
組
み
、昭
和
五
十
三
年
か
ら
分
団
長（
技

術
部
長
）
と
し
て
水
利
不
便
地
の
消
火
体
制

の
改
善
、
予
防
消
防
の
普
及
改
革
に
努
力
し
、

地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
と
も
に
、

消
防
団
員
の
指
導
、
育
成
に
努
力
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

勲
六
等
単
光
旭
日
章

深
井
英
一
さ
ん
（
来
迎
寺
）

　
　
　
　
　
　
　

七
十
五
歳

　

大
矢
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
年
に
越
路
町
身

体
障
害
者
福
祉
連
合
会
の
理
事
に
就
任
し
地

域
福
祉
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
元
年
か
ら
同
連
合
会

長
、
平
成
五
年
か
ら
三
古
郡
身
体
障
害
者
団

体
連
合
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
町
内
外
に

お
け
る
身
体
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

新
潟
県
知
事
表
彰
（
一
般
功
労
）

大
矢　

勲
さ
ん
（
塚
野
山
）

　
　
　
　
　
　
　

七
十
六
歳

　

丸
山
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り
酒
造
杜
氏

と
し
て
、
も
ろ
み
の
発
酵
段
階
で
香
り
と
味

わ
い
と
を
適
合
さ
せ
る
技
能
に
優
れ
、
と
り

わ
け
吟
醸
酒
系
の
酒
造
に
卓
越
し
て
お
り
、

正
統
派
日
本
酒
の
作
り
手
と
し
て
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
酒
販
店
の
婦
人
と

と
も
に
共
同
開
発
す
る
等
女
性
進
出
の
道
を

開
き
、
清
酒
業
界
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
卓
越
技
能
者
）

丸
山
徹
郎
さ
ん
（
岩
田
）

　
　
　
　
　
　
　

七
十
四
歳

校章デザインを募集!
ゆとりのある、居心地のいい学習環境、地域に開かれ、自然と調和した学校を考えた
越路西小学校（統合校）が、平成１６年４月に開校します。
この小学校の校章デザインを募集します。多数のご応募をお待ちしてます。

○応募方法 応募は、Ａ４判（２９cm×２１cm）の大きさの白紙に、縦横１０c○応募方法　応募は、Ａ４判（２９cm×２１cm）の大きさの白紙に、縦横１０cm程度の大きさで、校章デザインを描き、m程度の大きさで、校章デザインを描き、
余白に校章のデザインの説明、住所、氏名、年齢、電話番号を記入し応募してください。余白に校章のデザインの説明、住所、氏名、年齢、電話番号を記入し応募してください。

○応募先 越路町教育委員会事務局の窓口に提出するか、○応募先　　越路町教育委員会事務局の窓口に提出するか、
〒９４９　　　　　　〒９４９－－５４９３越路町浦７１５番地 越路町教育委員会事務局「校章デザイン募集」係宛に郵送してください。５４９３越路町浦７１５番地 越路町教育委員会事務局「校章デザイン募集」係宛に郵送してください。

○選考基準 �親しみのもてるもの。○選考基準　�親しみのもてるもの。
�個性的で、他校の校章と類似していない。　　　　　　�個性的で、他校の校章と類似していない。
�校旗あるいは児童の名札にした場合を考慮する。　　　　　　�校旗あるいは児童の名札にした場合を考慮する。

○応募締切 平成１５年２月２８日（金） ※必着とします。○応募締切　平成１５年２月２８日（金）　※必着とします。
○審査・発表 校章・校歌制定検討委員会で審査を行い、「広報こしじ」に発表いたします。○審査・発表　校章・校歌制定検討委員会で審査を行い、「広報こしじ」に発表いたします。
○賞 品 入選〈１点〉には賞状・賞品を、佳作〈３点〉には賞品を贈呈いたします。○賞　品　　入選〈１点〉には賞状・賞品を、佳作〈３点〉には賞品を贈呈いたします。
○その他 採用された場合、デザインを修正することがあります。○その他　　採用された場合、デザインを修正することがあります。

応募した作品は返却しません。応募作品の著作権は越路町に帰属します。　　　　　　応募した作品は返却しません。応募作品の著作権は越路町に帰属します。
○問い合せ先 越路町教育委員会 庶務係 �９２○問い合せ先　越路町教育委員会　庶務係　�９２－－５９１０５９１０

越路町の小・中学校の校章
　

越
路
中
学
校
の
校

章
は
、
巴
ヶ
丘
の
地

名
の
由
来
に
関
係
す

る
木
曾
義
仲
の
家
紋

（
さ
さ
り
ん
ど
う
）
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
。

　

塚
山
中
学
校
の
校

章
は
、
ペ
ン
先
と
雪

の
結
晶
を
組
み
合
わ

せ
、
デ
ザ
イ
ン
し
た

も
の
。

　

越
路
小
学
校
の
校

章
は
、
信
濃
川
と
渋

海
川
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
も
の
。

　

塚
山
小
学
校
の
校

章
は
、
漢
字
の
「
塚

山
」
と
い
う
文
字
を

デ
ザ
イ
ン
化
し
た
も

の
。

　

岩
塚
小
学
校
の
校

章
は
、
桝
形
山
、
渋

海
川
、
雪
割
草
と
雪

の
結
晶
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
も
の
。

越路中学校塚山中学校越路小学校塚山小学校岩塚小学校

越路西小学校のイメージ図です。越路西小学校のイメージ図です。
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行政相談
期日　１２月２４日�
時間　午前９時～正午
場所　越路町役場

心配ごと相談
期日　１２月３日、１０日、１７日、２４日、２７日
　　　（毎週火曜日但し、２７日のみ金曜日）
時間　午後１時３０分～午後４時
場所　福祉センター

国民年金相談
期日　１２月１７日�
時間　午前９時～午後４時
場所　越路町役場

長岡広域圏ガイド

今月の町内巡回バス（雪ボタル号）運休日
１２月１日�、７日�、８�、１４�、１５�、２１�、２２�、２３�、２８�、２９�、３０�、３１�

　心温まる、善意の寄付金をいただき、心から感
謝申し上げます。
○１０月２１日
　塚野山二八会　金婚者ご一同様　　　１５,７６８円
○１０月３０日
　越路町民謡協会　会長　小林國雄様　２８,８００円
○１１月５日
　西谷中年会　会長　長谷川正夫様　　１１,８８０円
　　　　（西谷地区文化祭バザーの売上金）
　越路盆栽会　代表　矢代征平様　　　１３,３３０円
　　　　（文化展チャリティー即売の売上金）
○１１月１１日
　東谷　五十嵐照夫様　　　 　　　　３００,０００円
（このうち一部を指定寄付としてこしじの里
へ寄付しました）

○１１月１３日
　越路陶友会様　　　　　　　　　　　６８,００１円
　（平成１４年中展示会時のチャリティー即売代金）
○１１月１４日
　飯塚公民館　館長　内藤勝様　　　　２４,５８０円
（このほかにチャリティー販売用の子供靴を
多数ご寄付いただきました。）

　指定寄付金を除く寄付金については、全額「越
路町社会福祉基金」に積み立てます。

善意をありがとうございます

　

防
衛
庁
で
は
、
自
衛
隊
生
徒
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
種
目
及
び
採
用
予
定
数

　

自
衛
隊
生
徒

　

陸
上
生
徒
約
２
５
０
名
、
海
上

生
徒
約　

名
、
航
空
生
徒
約　

名

６０

５０

■
受
験
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
平
成　

年
４

１５

月
１
日
現
在　

歳
以
上　

歳
未
満

１５

１７

の
男
子

■
募
集
期
限

　

平
成　

年
１
月
７
日
ま
で

１５

■
一
次
試
験
日

　

平
成　

年
１
月　

日

１５

１１

■
教
育
内
容

　

約
２
年
半
な
い
し
３
年
間
は

陸
・
海
・
空
生
徒
と
も
各
学
校
で

一
般
高
校
と
同
じ
学
科
と
各
種
技

術
の
基
礎
を
学
び
、
こ
の
期
間
を

■
問
合
せ
・
申
込
み

　

寺
泊
老
人
ホ
ー
ム

　

�　

―
２
０
３
８

７５

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ

オ
を
利
用
し
て
大
学
教
育
を
行
っ

て
い
る
通
信
制
の
４
年
制
大
学
で
、

　

月
よ
り
平
成　

年
度
第
１
学
期

１２

１５

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
す
る
学
生
の
種
類

・
卒
業
を
目
指
す
全
科
履
修
生

・
１
年
間
在
学
す
る
選
科
履
修
生

・
１
学
期
間
在
学
す
る
科
目
履
修
生

■
募
集
期
間

　

平
成　

年　

月　

日
〜
平
成　

１４

１２

１５

１５

年
２
月　

日
２８

■
資
料
請
求
・
問
合
せ

　

放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

�
０
２
５
―
２
２
８
―
２
６
５
１

　

不
妊
な
ど
で
お
悩
み
の
方
に
、

専
門
医
師
が
個
別
に
面
接
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が

予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
日

　

毎
週
火
曜
日
午
後
４
時
〜
午
後
６
時

■
場
所

　

新
潟
大
学
医
学
部
附
属
病
院

（
新
潟
市
旭
町
通
）

■
予
約
・
問
合
せ

　

新
潟
大
学
医
学
部
附
属
病
院
産

科
婦
人
科
学
教
室

�
０
２
５
―
２
２
５
―
２
１
８
４

終
え
る
と
そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
な
技

術
を
学
び
ま
す
。

■
問
合
せ

　

自
衛
隊
柏
崎
募
集
事
務
所

�
０
２
５
７
―　

―
３
０
０
０

２４

　

平
成　

年
工
業
統
計
調
査
を　

１４

１２

月　

日
現
在
で
行
い
ま
す
。
調
査

３１
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
本
年　
１２

月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査

員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
な
お
、
調

査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内

容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ

き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

経
済
産
業
省
・
新
潟
県
・
越
路
町

■
問
合
せ

　

越
路
町
役
場
企
画
振
興
課

　

�　

―
５
９
０
２

９２

■
職
種
及
び
採
用
人
員

　

寮
父
（
母
）　

１
名

■
受
験
資
格

　

昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

３７

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

５８者
で
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
有

す
る
者
ま
た
は
取
得
見
込
み
の
者

■
受
験
手
続
き

　
「
受
験
申
込
書
」
に
よ
り
、
平
成

　

年　

月　

日
ま
で
に
申
し
込
ん

１４

１２

１３

で
く
だ
さ
い
。

■
採
用
予
定
年
月
日

　

平
成　

年
４
月
１
日

１５

　

予
約
受
付
は
、
平
日
の
午
前　
１０

時
〜
午
後
４
時

■
そ
の
他

　

な
お
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相

談
も
で
き
ま
す
。

sod
an
@
m
ed
.n
iig
ata-u

.ac.jp

   
  
 
 
  
  
   
     
      

■
対
象
施
設

・
県
立
近
代
美
術
館
（
長
岡
市
）

・
県
立
歴
史
博
物
館
（
長
岡
市
）

・
県
立
植
物
園
（
新
津
市
）

■
対
象
日

　

土
曜
・
日
曜
及
び
祝
日

■
そ
の
他

　

な
お
、
県
立
自
然
科
学
館
（
新

潟
市
）
は
、
す
べ
て
の
開
館
日
の

入
館
料
が
１
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
。（
従
来
は
３
１
０
円
）

■
問
合
せ

　

教
育
庁
文
化
行
政
課
文
化
係

�
０
２
５
―
２
８
０
―
５
６
１
９

小
・
中
学
生
の
入
館
料
が

無
料
等
に
な
り
ま
し
た

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

○リリックホールコーラスフェスティバル
期　日　１２月１５日�午後２時～
会　場　長岡リリックホール
問合せ　�長岡市芸術文化振興財団
　　　　�２９－７７１１

○浅原神社除夜の花火
期　日　１２月３１日�午後１１時４５分～
会　場　浅原神社境内（片貝町）
問合せ　小千谷市片貝支所　�８４－２０２６

自
衛
隊
生
徒
を
募
集
し
ま
す

放
送
大
学
学
生
募
集

小
千
谷
市

長

岡

市

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

の
ご
案
内

長
岡
栃
尾
三
古
立
寺
泊
老
人

ホ
ー
ム
組
合
職
員
募
集
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で
き
ま
す
。
年
末
は
、　

月　

日

１２

３１

�
正
午
ま
で
受
け
入
れ
し
ま
す
。

（
事
業
系
の
ご
み
は
燃
や
す
ご
み

の
み
）

▼
鳥
越
事
業
所
�　

―
１
１
０
０

４７

　
　

三
島
町
大
字
鳥
越
２
８
１
８

　

受
け
入
れ
る
ご
み
の
種
類
は
、

「
燃
や
す
ご
み
」「
燃
や
さ
な
い
ご

み
」「
粗
大
ご
み
」
で
す
。

■
「
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

の
収
集
に
つ
い
て

　

長
岡
市
寿
事
業
所
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
へ
の
「
ビ
ン
・
缶
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
」
の
直
接
搬
入
は
で
き

ま
せ
ん
、
１
月
の
回
収
日
ま
で
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
課
生

活
環
境
係
ま
で
�　

―
５
９
０
５

９２

番
号
の
一
部
が
変
更
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
今
一
度
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
ご
み
収
集
は
、　

月　

日
�
ま

１２

３０

で
平
常
ど
お
り
で
す
。「
ご
み
分
別

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
集
収
日
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
処
理
場
へ
の
直
接
搬
入
も

　

平
成　

年
第
４
回
議
会
定
例
会

１４

を　

月　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で

１２

１１

１３

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
日
程

は
無
線
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
不
明
な
点
は
議
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�　

―
５
９
０
９

９２
■
日
時

　
　

月　

日
�
午
後
７
時
〜

１２

１２

■
場
所

　

越
路
町
役
場
３
階
３
０
３
号
室

■
内
容

　

今
回
、
越
路
町
に
お
い
て
都
市

計
画
決
定
（
変
更
）
す
る
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
「
越
路
町
大
字
中
沢
地
内
の
一

般
県
道
大
荒
戸
越
路
線
に
都
市
計

画
決
定
さ
れ
て
い
る
流
域
下
水
道

幹
線
下
水
道
管
を
関
越
自
動
車
道

側
道
及
び
農
道
に
位
置
の
変
更
を

行
う
も
の
で
す
。」

■
問
合
せ

県
庁
下
水
道
課
流
域
下
水
道
係

�
０
２
５
―
２
８
０
―
５
４
３
６

越
路
町
役
場
企
業
課
上
下
水
道
係

�　

―
２
２
４
６

９２

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
長
岡

１４

保
健
所
と
長
岡
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
統
合
さ
れ
、
長
岡
健
康
福

祉
環
境
事
務
所
と
な
り
ま
し
た
。

所
在
地
及
び
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

町の入札状況をお知らせします

落札価格請負業者名事　　業　　名年　月　日

１２,８１０,０００円� ナ ガ ミ ネ飯塚地内ガス本管改良工事Ｈ１４．１０．３１

７,３５０,０００円� 山 � 組町道２９３号線消雪施設工事その１　　　１１．７

５９８,５００,０００円植木・山�・小川特定共同企業体越路西小学校体育館棟建築工事　　　１１．２６

７３,２９０,０００円東日本システム建設�長岡支店越路西小学校体育館棟電気設備工事　　　〃

１４,７００,０００円小 川 興 業 �町道４２８号線道路改良工事　　　〃

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

信
濃
川
下
流
流
域
下
水
道

（
長
岡
処
理
区
）
長
岡
１

号
幹
線
下
水
道
ル
ー
ト
の

都
市
計
画
決
定
�案
 

の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す

長
岡
健
康
福
祉
環
境
事
務

所
か
ら
の
お
知
ら
せ

新年名刺交換会の
ご　案　内

　恒例の新年名刺交換会
を次のように行います。町
民の方は、どなたでも出席
できます。ご希望の方は下
記によりお申し込みくだ
さい。
　当日は、町長の新年のあいさつ、功労者表
彰、立食による祝賀会を行います。

■日　時　　平成１５年１月７日�午前１０時から
■会　場　　総合福祉センター
■会　費　　５００円
■申込み　　平成１４年１２月１６日�までに役場

総務課総務係までお申し込みく
ださい。�９２－５９０１

収集体制期　日
平常どおり１２月３０日�

休　み

１２月３１日�
１月１日�
　　２日�
　　３日�

平常どおり　　４日	

年末年始のごみ収集 新旧
長岡健康福祉環境事
務所　地域福祉課
（旧長岡保健所内）
�　３３－４９３７
FAX ３３－４９３３

長岡地域福祉セン
ター
（長岡総合庁舎１階）

長岡健康福祉環境事
務所　環境課
（長岡総合庁舎１階）
�　３８－２５３１
FAX ３８－２６７１

長岡保健所
環境課
（旧長岡保健所内）

　長谷川邸は、いままで冬季間は休館しておりまし
たが、今冬は、土、日、祝日に限り開館いたします。
ただし、１２月２８日から１月１日まで休館いたします。
ぜひ、冬の長谷川邸へお越しください。
■問合せ
　越路町役場企画振興課　�９２－５９０２

長谷川邸冬季開館のお知らせ

（落札価格５００万円以上）
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�
�
�

�

��

�

俳　

句
高
齢
者
俳
句
教
室

ターニャ先生からマトリョーシカ（ロシア人形）ターニャ先生からマトリョーシカ（ロシア人形）
を、おしえていただきました。（きりん組）を、おしえていただきました。（きりん組）

おいものつるをよいしょよいしょおいものつるをよいしょよいしょ
どんどんひっぱってもまだず～っとどんどんひっぱってもまだず～っと
ながいよ。（うさぎ組）ながいよ。　（うさぎ組）

スイートポテトをつくったよ。カラフルチョコでトッピングスイートポテトをつくったよ。カラフルチョコでトッピング
なあ～んておいしいんでしょう�（ぱんだ組）なあ～んておいしいんでしょう�（ぱんだ組）

気
ま
ま
な
る
読
書
に
更
け
る
夜
長
か
な

日
の
縁
に
新
居
の
香
り
書
を
読
み
ぬ

測
量
の
衣
服
に
ま
み
れ
草
虱

道
祖
神
誰
が
供
花
匂
ふ
菊
の
花

嫁
ぎ
行
く
娘
の
荷
物
夜
長
の
灯

表
門
抜
け
て
主
家
へ
秋
の
風
（
長
谷
川
邸
）

歌
手
像
の
背
ナ

の
山
々
薄
紅
葉

目
が
合
ふ
て
そ
っ
と
動
く
や
穴
ま
ど
い

鰯
雲
ひ
ろ
が
る
果
て
に
亡
母
住
む
や

そ
れ
ぞ
れ
の
生
命
華
や
ぐ
紅
葉
か
な

菊
人
形
合
戦
か
く
も
静
か
な
り

開
拓
の
農
魂
生
き
る
刈
田
か
な

退
院
の
母
を
車
に
刈
田
道

踏
石
を
渡
れ
ば
奥
に
秋
光
る

 
新
松
子 
病
め
ど
品
よ
き
人
見
舞
ふ

し
ん
ち
じ
り

茸
飯
帰
宅
の
お
そ
き
子
に
合
せ

拉
致
五
人
帰
る
故
郷
天
高
し

穂
高
よ
り
育
ち
白
馬
へ
鰯
雲

夜
長
の
灯 
四 
男
三
女
の
育
つ
家

よ

吉
岡　

ト
キ

　
　

〃　
　

西
脇
弥
一
郎

　
　

〃　
　

　
　

〃　
　

永
井　

芳
次

　
　

〃　
　

　
　

〃　
　

吉
岡　
　

源

　
　

〃　
　

　
　

〃　
　

番
場　

隆
一

　
　

〃　
　

　
　

〃　
　

長
谷
川
き
よ
の

　
　

〃　
　

　
　

〃　
　

五
十
嵐
了
三

　
　

〃　
　

みんなでほったおいもみんなでほったおいも
こんなにたくさんあったよこんなにたくさんあったよ　
（きりん組）（きりん組）

これからおさんぽにしゅっぱつで～す。これからおさんぽにしゅっぱつで～す。
あれ、だれがいないのかな？あれ、だれがいないのかな？
（ひよこ組・こあら組）（ひよこ組・こあら組）
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　「越路町家族経営協定」の合同調印式が、１０月２７日に町総合福祉

センターで行われました。当日は主催者側から大野勉町長と小野塚

清農業委員会長が、来賓として矢代晴久三古農業改良普及センター

所長と関譽隆越後さんとう農協組合長が出席し、合同調印式に立ち

会いました。

　家族農業経営では、労働報酬の支払方法や収益の分配、労働時間

や休日などが決められていないのが現状です。家族みんなの話し合

いで、経営や暮らしの現状を見つめ直し、これからの経営目標や方

針を検討し、家族の就業条件、生活条件等を文書化した協定書を作

成します。この「家族経営協定書」に家族構成員一人一人が調印す

ることにより、女性や若者も農業経営に参画し、家族みんなで経営

方針や収益の分配を行う「パートナーシップ経営」の確立を目指し

ます。

　合同調印式では、１８組の代表として浦の青柳進さん夫妻が小野塚

農業委員会長を立会人として協定書に調印を行いました。この後、

事前に調印を済ませた協定書が、小野塚農業委員会長から参加した

調印家族に手渡されました。

「家族経営協定」で魅力ある農業を

認定農業者の青柳進さん夫妻が家族経営協定書認定農業者の青柳進さん夫妻が家族経営協定書
に調印をしました。に調印をしました。

当日、家族経営協定書を交わした調印家族当日、家族経営協定書を交わした調印家族

　町観光協会主催の「そばの鉄人大会」が、１１月４日、もみじ園駐

車場を会場に開催されました。

　みぞれが降るあいにくの天気でしたが、町内のそばづくり愛好家

５人が、町内で収穫されたばかりのそば粉を使い、そば打ちの技を

競い、出来上がったそばの味を楽しみました。

　今年の最優秀鉄人には、十楽寺の田中善徳さんが選ばれました。

第６回そばの鉄人大会

田中鉄人によるそば打ちの様子田中鉄人によるそば打ちの様子

　国民年金委員として多年にわたり被保

険者に対する指導、相談等を通じて社会

保険制度の周知徹底のために顕著な功績

があると認められ、去る１１月１５日に長岡

社会保険事務所長から表彰状が伝達され

ました。

吉原　忠さん

（中島・７０歳）

社
会
保
険
功
労
者

新
潟
社
会
保
険
事
務
局
長
表
彰

●キッチンで
コンロや小型湯沸器をお使いになる時は、
必ず換気扇を回すか、窓を開けて換気しましょう。

いよいよ寒さも本番です!
ガス機器利用時は、まず換気!

　ガス機器が劣化していたり、換気が不十分な状態でガ
スが燃焼すると、不完全な燃焼となり、同時に有毒なＣ
Ｏ（一酸化炭素）が発生し中毒するおそれがあります。

ご注意

越路町企業課　�９２－２２４６
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１2月の行事

　

十
一
月
十
六
日
�
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階

子
供
遊
戯
室
に
お
き
ま
し
て
町
民
囲
碁
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
腕
に
覚
え
の
あ
る
方
々
が
集
ま
り
、

こ
の
一
年
の
研
鑚
の
成
果
を
ぶ
つ
け
あ
い
、

町
内
囲
碁
名
人
の
座
を
目
指
し
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

優　

勝　

野
沢　

昌
夫

　
　

第
二
位　

山
村　
　

勇

　
　

第
三
位　

長
谷
川
松
夫

　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

優　

勝　

吉
岡　

誠
哉

　
　

第
二
位　

小
林　

徳
孝

　
　

第
三
位　

斉
藤　

秀
男

　

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

優　

勝　

小
林　

辰
夫

　
　

第
二
位　

槙　
　

義
一

　
　

第
三
位　

渡
辺　

定
夫

　

十
一
月
三
日
�
、
も
み
じ
園
に
お
き
ま
し

て
町
民
茶
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
町
内
、

外
問
わ
ず
大
変
大
勢
の
方
が
も
み
じ
園
を
訪

れ
、
色
づ
き
は
じ
め
た
も
み
じ
と
お
茶
を
楽

し
ま
れ
ま
し
た
。

　

茶
会
は
、
さ
く
ら
の
間
と
も
み
じ
の
間
に

宗
�
流
の
茶
席
が
設
け
ら
れ
、
い
ろ
り
の
間

に
は
番
茶
と
菓
子
が
用
意
さ
れ
ゆ
っ
た
り
と

し
た
茶
席
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
間
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
な
茶

席
が
用
意
さ
れ
、
訪
れ
た
人
も
庭
園
の
風
情

と
と
も
に
各
間
の
お
茶
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
日
�
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階
子

供
遊
戯
室
に
お
き
ま
し
て
町
民
将
棋
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
少
し
で
も
先
を

読
ま
ん
と
互
い
に
マ
イ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

働
か
せ
、
一
手
一
手
に
緊
張
感
が
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

　
《
町
民
将
棋
大
会
結
果
》

　

優　

勝　

倉
井　

邦
彦
（
長
岡
市
）

　

準
優
勝　

斉
藤　

秀
雄
（
来
迎
寺
）

　

第
三
位　

田
中　

邦
夫
（
飯
塚
）

　

十
一
月
十
日
�
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室
を
会
場
に
第
二
十
一
回

町
民
詩
吟
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
大
吟
詠
に

は
じ
ま
り
前
半
は
初
段
〜
七
段
、
剣
仕
舞
の

部
の
発
表
が
あ
り
、
後
半
か
ら
は
一
般
町
民

の
部
、
八
段
〜
代
範
、
招
待
者
吟
詠
の
部
と

発
表
が
続
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
に
お

い
て
素
晴
ら
し
い
喉
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

先を読む為に頭をフル回転

◎英会話教室（Jr低学年・高学年、初級、中級）

◎英会話教室（上級）

◎コーラス教室

◎わんぱく教室フラワーアレンジメント

◎わんぱく教室クリスマスおはなし会

◎るんるん親子教室

���������	
�����

迫力ある剣詩舞

町
民
茶
会

もみじ園　もみじの間にて

町
民
将
棋
大
会

町
民
詩
吟
大
会

町
民
囲
碁
大
会

１１22月月のの行行事事

���������	
�����

囲碁大会　熱闘の様子

謡曲大会の様子

　

十
一
月
十
七
日
�
塚
野
山
集
落
開
発
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、
町
民
謡
曲
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

町
民
謡
曲
大
会

　

当
日
は
約
四
十
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
観

世
、
金
春
、
宝
生
の
三
派
に
よ
る
合
同
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１２月４日�　会場：福祉センター

１２月５、１２、１９、２６日�　会場：福祉センター

１２月６日�、１１日�　会場：福祉センター

１２月１４日�　会場：福祉センター

１２月２０日�　会場：児童交流会館

１２月１８日�　会場：福祉センター
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公民館だより 　公民館は、住民のために教育、学術及び文化に関する各種の事�
業を行い、住民の教育の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生�
活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することが目的です。�

　

文
化
展
と
併
せ
て
保
健
セ
ン
タ
ー
一
階

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
原
義
二
郎
展
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
平
原
先
生
は
か
つ
て
越
路
町
の

学
校
に
勤
務
さ
れ
た
方
で
、
今
回
の
個
展
で
は

在
職
中
か
ら
描
き
た
め
た
風
景
画
、
人
物
画
、

静
物
画
数
点
を
展
示
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
の
午
後
か
ら
は
各
部
門
の

審
査
員
、
中
静
静
山
（
絵
画
）、
今
千
春
（
陶

芸
）、
関
大
撲
（
書
道
）、
稲
垣
政
雄
（
写
真
）

の
四
人
の
先
生
方
に
よ
る
作
品
講
評
が
行
わ

れ
、
出
展
さ
れ
た
方
々
以
外
に
も
集
ま
っ
た

人
た
ち
は
熱
心
に
先
生
の
解
説
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

美
術
展
受
賞
者

◎
絵
画
の
部

　

町
長
賞　

内
山
恵
美
子

　

奨
励
賞　

鎌
田　

昌
美　
　

郷　
　

玲
子

　
　
　
　
　

内
山　

真
理

　

努
力
賞　

佐
藤　

周
一　
　

吉
岡
ト
シ
子

　
　
　
　
　

小
林
カ
オ
ル　
　

永
井　
　

芳

　
　
　
　
　

グ
ル
ホ
ワ
・
タ
チ
ア
ナ　
　

高
橋　

一
郎

◎
陶
芸
の
部

　

町
長
賞　

渡
辺　

利
幸

　

奨
励
賞　

新
保　

忠
雄

　

努
力
賞　

石
丸
衣
勢
乃　
　

田
中　
　

保

　
　
　
　
　

郷　
　
　

功　
　

大
野
由
利
子

◎
書
道
の
部

　

町
長
賞　

関
谷
ミ
サ
ヲ

　

奨
励
賞　

山
本
善
一
郎　
　

佐
藤　

正
子

　
　
　
　
　

大
石　

時
雄

　

努
力
賞　

白
井　

光
雄　
　

高
橋　

一
郎

　
　
　
　
　

中
西　

佳
子　
　

佐
藤　

洋
子

　
　
　
　
　

藤
塚　

修
次　
　

若
井　

ヨ
ミ

　
　
　
　
　

郷　
　

恵
子　
　

丸
山　

京
子

　
　
　
　
　

青
柳　

忠
作

◎
写
真
の
部

　

町
長
賞　

長
谷
川
一
夫

　

奨
励
賞　

黒
崎
満
州
雄　
　

郷　
　

勝
美

　

努
力
賞　

関
谷　

繁
行　
　

佐
藤
眞
知
子

　
　
　
　
　

小
野
塚
榮
一　
　

戸
田
利
喜
三
郎

　
　
　
　
　

関　
　

和
仁　
　

大
平　

松
夫

　

今
年
で
四
十
七
回
を
迎
え
た
越
路
町
文
化

展
を
十
一
月
二
日
�
か
ら
十
一
月
四
日
�
ま

で
の
三
日
間
、
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
三
日
間
と
も
、
雨
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
が
、
大
変
大
勢
の
方
が
訪
れ
、
出
展
者

の
力
作
の
数
々
に
感
嘆
の
声
が
あ
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

審
査
の
対
象
と
な
る
美
術
展
で
は
、
絵
画

の
部
三
十
五
点
、
陶
芸
の
部
六
十
五
点
、
書

道
の
部
五
十
一
点
、
写
真
の
部
三
十
三
点
と

各
部
門
す
べ
て
に
お
い
て
昨
年
度
を
上
回
る

多
く
の
作
品
が
出
展
さ
れ
、
ま
た
作
品
の
質

も
高
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
日
�
か
ら
十
一
月
四
日
�
の
三

日
間
、
保
健
セ
ン
タ
ー
車
庫
棟
に
お
き
ま
し

て
越
路
町
菊
花
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
町
内
の
菊
作
り
の
名
人
た
ち
が

研
究
を
重
ね
て
育
て
あ
げ
た
菊
の
美
を
競
い

合
い
ま
し
た
。
成
績
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
《
総
合
成
績
》

　
　

第
一
位　

田
中　

英
輔

　
　

第
二
位　

西
脇　

忠
男

　
　

第
三
位　

小
宮　
　

正

　
　

第
四
位　

伊
津
登
喜
夫

　
　

第
五
位　

長
谷
川
一
男

　
　

第
六
位　

番
場　

一
徳

　
　

第
七
位　

大
塩　

豊
次

　
　

第
八
位　

永
井
順
二
郎

　
《
六
本
花
壇
順
位
》

　
　

第
一
位　

田
中　

英
輔

　
　

第
二
位　

西
脇　

忠
男

　
　

第
三
位　

小
宮　
　

正

　
《
三
本
花
壇
順
位
》

　
　

第
一
位　

田
中　

英
輔

　
　

第
二
位　

小
宮　
　

正

　
　

第
三
位　

西
脇　

忠
男

　
《
競
技
花
順
位　

国
華
情
熱
》

　
　

第
一
位　

田
中　

英
輔

　
　

第
二
位　

西
脇　

忠
男

　
　

第
三
位　

小
宮　
　

正

　
《
競
技
花
順
位　

国
華
晴
舞
台
》

　
　

第
一
位　

田
中　

英
輔

　
　

第
二
位　

伊
津
登
喜
夫

　
　

第
三
位　

西
脇　

忠
男

　
《
競
技
花
順
位　

国
華
越
山
》

　
　

第
一
位　

長
谷
川
一
男

　
　

第
二
位　

小
宮　
　

正

　
　

第
三
位　

西
脇　

忠
男

審査員の先生による講評の様子

郷土の作家たち展会場の様子

����������
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文　

化　

展

第
四
十
三
回
菊
花
展

美術展表彰式の様子

郷
土
の
作
家
た
ち
展
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１位　毛利重幸・佐藤　学
２位　白井啓太・山本裕章
３位　川上清高・椎谷智一
３位　関　朋幸・野本　宏

������

１位　平林　修・梅沢史憲
２位　杉田和生・長谷川芳弘
３位　高橋禎之・内藤浩一
３位　毛利里実・鈴木智恵

��������	


１位　内山　陽・長谷川隆大
２位　郷　達也・内山翔平
３位　赤井　瑛・大野達也
３位　西脇忠寛・白井　崇

��������	


１位　馬場麻美・郷　幸枝
２位　西沢美香・中山喜子
３位　近藤優香・鈴木あみ
３位　竹内智美・竹内沙織

��������	


１位　桑原大輔・大矢龍馬
２位　佐藤新太郎・水倉直人
３位　池田俊樹・高橋禎樹
３位　小川晃司・青柳洋平

��������	


１位　山本小町・佐藤恵子
２位　小川あゆみ・小川千尋
３位　五十嵐友美・金子小雪
３位　佐藤裕子・山本花恋

��������

１位　毛利重幸
２位　白井啓太
３位　関　朋幸
３位　長谷川聡

������

１位　小川龍侑
２位　松山真也
３位　永井宙斗
３位　小川　峻

������

１位　藤野菜月
２位　中山喜子
３位　毛利里実
３位　西沢美香

�������

１位　内山　陽
２位　内藤真太郎
３位　大野達也
３位　長谷川隆大

�������

１位　馬場麻美
２位　小川麻衣
３位　竹内智美
３位　竹内沙織

���������	

１位　内山光太郎
２位　大矢龍馬
３位　佐藤新太郎
３位　水倉直人

���������	

１位　平林　悟
２位　大谷　凌
３位　池田　渉
３位　永井　周
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１位　小川あゆみ
２位　五十嵐友美
３位　金子小雪
３位　山本小町

���������	

１位　小川千尋
２位　大野菜瑠実
３位　山本花恋
３位　青柳美紀

　１１月３日�、塚山中学校、塚山小学校体育館を会場として第３５回町民バドミントン大会が開催されました。大
会には町内の小学生・中学生・一般の社会人の選手たちが参加し、日頃の練習の成果を発揮し各試合においてハ
イレベルなプレーが随所に見られました。
　各クラスの結果は下記のとおりです。

１位　中野島ＢＣ（Ａ）　２位　ＹＯＮＥＸ（Ａ）　３位　塚山ＪＢＣ（Ａ）　３位　塚山ＪＢＣ（Ｂ）
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　年末年始の体育施設の休館日は下記のとおりとなります。施設利用
者のご理解ご協力をお願いいたします。

　　●町民体育館　　　　　　１２／２８�～１／４�
　　●勤労者体育センター　　１２／２８�～１／４�
　　●児童交流会館　　　　　１２／２８�～１／４�

広報こしじ　平成１４年１２月号 14
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～ 各種大会や教室のご案内 ～
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　１１月３日�町民体育館を会場に第１８回町民バレーボー
ル大会が開催されました。
　大会には全１９チームが参加しＡ・Ｂ・Ｃの３クラスに
分かれて、予選リーグ及び決勝トーナメントと熱戦を繰
り広げました。
　各クラスの結果は下記のとおりです。

問い合せ参加費主　催ところと　き大　会

教育委員会　社会教育係
　� ９２-５９１０

３,０００円町公民館
町 民 体 育 館
越 中 体 育 館

１日�
第２回
町民フットサル大会

☆

役場総務課　関
　� ９２-３１１１

１,５００円町バレーボール協会町 民 体 育 館８日�
第１５回
ウインタースマイルカップ

☆

町バスケ協会　西脇
　� ９２-２３０９

３,５００円
町バスケットボール

協会
町 民 体 育 館１５日�

第１２回
町民バスケットボール大会

☆

���������	
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●

●

☆優　勝　ガマンズ
☆準優勝　魚沼線下り

▲ ガマンズ

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡククククククククククククククククククククララララララララララララララララララララススススススススススススススススススススＡクラス
☆優　勝　フルパワーズ
☆準優勝　Beer　Beans

▲ フルパワーズ

ＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢククククククククククククククククククククララララララララララララララララララララススススススススススススススススススススＢクラス
☆優　勝　壱乃越州
☆準優勝　ポッキーズ

▲ 壱乃越州

ＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣククククククククククククククククククククララララララララララララララララララララススススススススススススススススススススＣクラス●

●

わんぱく縄文体験教室（９月２８日・１０月１２、２６日・１１月９日　計４回　参加者７名）
　県立歴史博物館（長岡市）を利用して、わんぱく縄文体験教室を開催しました。

　博物館の中を見学した後、博物館の学芸員の方から縄文時代の人々の暮らしについて説明をいただき、

そして実際に「火おこし」や「そっくり模型作り」などを行いました。「火おこし」では火がついたの

を実際に目のあたりにし、みんな感動している様子でした。
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火おこし体験博物館内見学 そっくり模型作り体験


